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出
で

前
ま え

日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

室
し つ

 

集まる場所ができてうれしい 

 

 お待ちかね
  ま

の出前
で まえ

日本語
に ほん ご

教室
きょうしつ

が、手稲
て い ね

前田
ま え だ

公園
こうえん

市営
し え い

住宅
じゅうたく

団地
だ ん ち

ではじめて開かれました
ひら

。３月
  がつ

２３日
    にち

、

同団地集
どうだんちしゅう

会所
かいじょ

には、８名
  めい

の帰国者
きこくしゃ

のみなさんが

集まりました
あつ

。団地内
だんちない

でふだんから付き合い
つ    あ

はあり

ますが、こうしてみんなで集
あつ

まるのははじめてと、

笑顔
え が お

いっぱい。集
あつ

まる場
ば

所
しょ

ができたと喜んで
よろこ

くれま

した。この地区
ち く

は、センターまで通所
つうしょ

するには乗換
のりかえ

な

ど交通
こうつう

の不
ふ

便
べん

な地
ち

区
く

です。移動
いどう

が難しい
むずか

人
ひと

もいます。

そこで「出
で

前
まえ

」になりました。集
しゅう

会所
かいじょ

は歩いて
ある

５分
  ふん

もかかりません。 

 同団地
どうだんち

には、６世
せ

帯
たい

の中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

一
いっ

世
せい

のみなさん

が住んで
す

います。いずれも１
 

９８７年
ねん

からの第
だい

一
いち

次
じ

帰
き

国
こく

ラッシュと呼
よ

ばれた時
じ

期
き

に、４
 

０歳
さい

代
だい

で帰国
きこく

し

てきた「残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

」です。平均
へいきん

年齢
ねんれい

は７
  

１歳
さい

。いず

れも黒竜
こくりゅう

江省
こうしょう

、吉
きつ

林省
りんしょう

の農村
のうそん

出身者
しゅっしんしゃ

で、学校
がっこう

 

へも行けず
い

、幼少
ようしょう

時
じ

から苦労
く ろ う

を重ねて
かさ

きた人
ひと

たちで

す。中 国
ちゅうごく

の農村
のうそん

文化
ぶ ん か

を背景
はいけい

に持ち
も

、帰
き

国
こく

後
ご

は造園業
ぞうえんぎょう

、

建設業
けんせつぎょう

や工 場
こうじょう

で汗
あせ

にまみれて働き
はたらき

、苦労
くろう

を重ね
かさ

、

現場
げんば

で日本語
にほんご

を身
み

につけました。そして仕事
しごと

を 

 

 

 

 

 

 

 

辞
や

めて１
  

０年
ねん

、日
に

本
ほん

語
ご

も使う
つか

ことも少なく
すく

なり、

「忘れた
わす

」といいます。でも、日
に

本
ほん

語
ご

は勉
べん

強
きょう

したい

という気
き

持
も

ちを持
も

ち続
つづ

けています。 

第一回目
だ い い っ か い め

やさしい日本語
に ほ ん ご

と介護
か い ご

予防
よ ぼ う

 

 初めて
はじ

の出前
でまえ

教室
きょうしつ

、１時間目
  じかんめ

は健康
けんこう

運動
うんどう

です。も

みじ台
だい

団地
だんち

で行われて
おこな

いる介護
かいご

予防
よぼう

サロンのラダー

ウォーキングを試して
ため

みました。指導
しどう

は竹田
たけだ

憲司
けんじ

先生
せんせい

です。「転倒
てんとう

防止
ぼうし

」のためのラダーウォーキング

に、みなさん熱心
ねっしん

に取り組みました
とり  く

。「むしろ失敗
しっぱい

す

ることが認知症
にんちしょう

予防
よぼう

」と、上手
じょうず

にできた、失敗
しっぱい

した

と、お互い
  たが

に声
こえ

をかけ合い
    あ

笑い声
わら  ごえ

いっぱいの教室
きょうしつ

に

なりました。 

 

 ２
 

時
じ

間
かん

目
め

は、やさしい日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

。絵
え

カードを

見ながら
み

発話
はつわ

の練習
れんしゅう

、みなさん簡単
かんたん

にできちゃいま

す。五十音
ごじゅうおん

の発音
はつおん

練習
れんしゅう

など、思い出す
おも   だ

ようにスター

トしました。「すぐ忘れる
わす

」、でも一回
いっかい

一言
ひとこと

ずつでも

覚えたい
おぼ

と語って
かた

いました。 

 第一回目
だいいっかいめ

が終了
しゅうりょう

すると、みなさん充実感
じゅうじつかん

いっぱ

い、晴れやか
は

な表情
ひょうじょう

です。次
つぎ

は４月
 がつ

、みなさん時間
じかん

を確認
かくにん

しあい、わいわいがやがや、楽しみ
たの

だと笑顔
えがお

で

語って
かた

いました。 
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旭
あさひ

川
か わ

水
す い

餃
ぎょう

子
ざ

の会
か い

 

ボランティアさんに伝える
つた

水
すい

餃子づくり
ぎょうざ

 
 

帰国者
きこくしゃ

や配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

のみなさんは、

長い
なが

人生
じんせい

を通
つう

じて

たくさんの価値
か ち

あ

るものを蓄えて
たくわ

き

ました。 

今回
こんかい

のおしゃべ

り交流会
こうりゅうかい

は、帰国者
きこくしゃ

のみなさんの生活
せいかつ

文化
ぶんか

を伝えて
つた

もらおうと、中国
ちゅうごく

料理
りょうり

「水
すい

餃子
ぎょうざ

交流会
こうりゅうかい

」として

開きました
ひら

。ボランティアさんの発案
はつあん

で開かれた
ひら

会
かい

は、１月
  がつ

２９日
    にち

旭川市
あさひかわし

神楽
かぐら

公民館
こうみんかん

で中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

のＳ

さん、Ｈさんを中心
ちゅうしん

に進められました
すす

。 

長年
ながねん

のおしゃべり交流
こうりゅう

で、樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

、中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

とボランティアのみなさんはすっかり親しい
した

間柄
あいだがら

です。食材
しょくざい

の買い出し
か    だ

は、ボランティアさん｡

調理
ちょうり

が始まる
はじ

と、Ｓさんが大きな
おお

声
こえ

で説明
せつめい

、

一生懸命
いっしょうけんめい

に指示
しじ

を出します
だ

。それに応えて
こた

みんなテ

キパキと動き
うご

、グループごとに各調理
かくちょうり

テーブルで

作業
さぎょう

していきます。 

Ｈさんも大活躍
だいかつやく

、ボランティアさんも粉
こな

を

練ったり
ね

、野菜
やさい

を細かく
こま

切ったり
き

、同時
どうじ

におしゃべ

りも最高潮
さいこうちょう

。餃子
ぎょうざ

の皮作り
かわつく

や、包む
つつ

作業
さぎょう

も初めて
はじ

と

いうボランティアさん。上手
じょうず

にできない、とＳさん

のだめ出し
だ

にも、笑いながら
わら

作業
さぎょう

は進みました
すす

。樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

のみなさんも、ボランティアさんもにぎやか

に協力
きょうりょく

して、いっそう親しく
した

なります。 

 終わって
お

みると、水
すい

餃子
ぎょうざ

の他
ほか

にも焼
やき

餃子
ぎょうざ

や 涼
リャン

菜
サイ

（前
ぜん

菜
さい

）など､テーブルにたくさんの料理
りょうり

が

並びました
なら

。ちょうど春
しゅん

節
せつ

を迎える
むか

時期
じき

、中国
ちゅうごく

伝統
でんとう

の正月
しょうがつ

料理
りょうり

を味わい
あじ

、いっしょに楽しみました
たの

。そ

れでも、Ｓさんは「いつもの味
あじ

が出せなかった
だ

」、次
つぎ

はもっと美味しい
 お い

料理
りょうり

をごちそうしたいと真剣
しんけん

、ボ

ランティアさんも「おもしろかった」とはじめての水
すい

餃子
ぎょうざ

の味
あじ

に異文化
いぶんか

理解
りかい

を深めた
ふか

一日
いちにち

になりました。 

 

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

新
しん

年
ねん

交
こう

流
りゅう

会
かい

  

一
いっ

世
せい

二
に

世
せい

三
さん

世
せい

そしてボランティアが一
いっ

致
ち

協
きょう

力
りょく

 
 

中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

のみなさんが楽しみ
たの

にしている恒例
こうれい

の春
しゅん

節
せつ

交流会
こうりゅうかい

「中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

新年
しんねん

交流会
こうりゅうかい

」が、

２月
  がつ

１４日
   にち

、札幌市
さっぽろし

東区民
ひがしくみん

センターホールで盛大
せいだい

に

開催
かいさい

されました。参加
さんか

したのは１２０人
にん

余り
あまり

の 中
ちゅう

国
ごく

帰国者
きこくしゃ

、支援者
しえんしゃ

､ボランティアのみなさん。 

 １年
  ねん

に１回
  かい

の交流
こうりゅう

、帰国者
きこくしゃ

一世
いっせい

はここに来れば
く

み

んなと会える
あ

、それが楽しみ
たの

と言います
いい

。会場
かいじょう

は、

中国式
ちゅうごくしき

に 春
しゅん

節
せつ

の 飾り付け
かざ  つ

、 雰囲気
ふんいき

も

盛り上がります
も   あ

。一世
いっせい

長野
ながの

太郎
たろう

さんの乾杯
かんぱい

で会
かい

が

始まり
はじ

、各テーブル
かく

ではにぎやかなおしゃべりが

広がります
ひろ

。一
いっ

世
せい

は「皆
みな

に会えて
あ

楽しい
たの

」「中国
ちゅうごく

み

たいな会
かい

。気持ち
き も

が安
やす

まる」と笑顔
え がお

です。 

春
しゅん

節
せつ

といえば餃子
ぎょうざ

。今年
ことし

は帰国者
きこくしゃ

一世
いっせい

、二世
に せい

、そ

してボランティアさんが協力
きょうりょく

して温かい
あたた

餃子
ぎょうざ

を

食べて
た

もらおうと大奮闘
だいふんとう

しました。そして、餃子
ぎょうざ

の他
ほか

にも手作り
て づく

の料理
りょうり

、自慢
じ まん

の家庭
か てい

の味
あじ

を持ち寄って
も   よ

、

テーブルにはたくさんのご馳走
   ちそう

が並べられ
なら

、参加
さんか

し

た帰国者
きこくしゃ

のみなさんは大喜び
おおよろこ

、「ご馳走
   ち そう

がいっぱい、

春
しゅん

節
せつ

らしい」と大好評
だいこうひょう

でした。 

恒例
こうれい

の 文芸
ぶんげい

発表
はっぴょう

は、三世
さんせい

の

高校生
こうこうせい

中澤
なかざわ

絵里
えり

さんと龍男
たつお

君
くん

の

姉
あね

、弟
おとうと

の司会
しかい

でなごやかに

進みます
すす

。中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

連合会
れんごうかい

の民族
みんぞく

舞踊
ぶよう

や歌
うた

、いつ

ものもみじ台
だい

健康
けんこう

倶楽部
くらぶ

田
でん

英
えい

さんの武術表
ぶ じゅつひょう

演
えん

など

多彩
た さい

に繰り広げられ
く   ひろ

、帰国者
きこくしゃ

のみなさんには懐
なつ

かし

く心
こころ

安
やす

らぐひとときとなりました。 

新年会
しんねんかい

は、ボランティアさんが大活躍
だいかつやく

。日頃
ひ ご ろ

、セ

ンターの日本語
に ほ ん ご

会話
か い わ

、食
しょく

文化
ぶ ん か

交 流
こうりゅう

などに協 力
きょうりょく

し

ているみなさんです。帰国者
きこくしゃ

のみなさんに楽しんで
たの

もらおうと朝
あさ

から集まり
あつ

、料理
りょうり

から会場作り
かいじょうづく

、後
あと

か

たづけまで力
ちから

を発揮
はっき

しました。おかげさまで、

交流会
こうりゅうかい

は大成功
だいせいこう

となりました。 
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稚内
わっかない

 郷土
きょうど

を知る
し

学習会
がくしゅうかい

 

「故郷
ふるさと

」とのつながりを感じて
かん

 
 
３月
 がつ

２６日
   にち

（土
ど

）稚内
わっかない

市立
しりつ

図書館
としょかん

に樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

１０名
   めい

、支援者
しえんしゃ

３名
めい

が集まり
あつ

、「郷土
きょうど

を知る
し

学習会
がくしゅうかい

」

が開かれました
ひら

。今回
こんかい

は「樺
から

太
ふと

と稚内
わっかない

のつながり」

という題
だい

で、稚内市
わっかないし

教育
きょういく

委員会
いいんかい

の齋藤
さいとう

譲
じょう

一
いち

先生
せんせい

がお話
  はなし

をしました。 

帰国者
きこくしゃ

のみなさんが以前
いぜん

住んで
す

いた樺
から

太
ふと

、そし

て今
いま

住んで
す

いる稚内
わっかない

とは昔
むかし

からつながりがあり

ます。９０年
  ね ん

ほど前
   まえ

は、船
ふね

が大泊
おおどまり

（コルサコフ）

と稚内
わっかない

の間
あいだ

をひんぱんに行き来
い き

していました。

齋藤
さいとう

先生
せんせい

は古い
ふる

地図
ち ず

や資料
しりょう

、写真
しゃしん

などをスクリー

ンに映して
うつ

、目
め

に見える
み

かたちでわかりやすく

説明
せつめい

しました。 

昨年
さくねん

フェリーでサハリンに行った
い

という先生
せんせい

は、

街
まち

の様子
ようす

をカメラに収めて
おさ

いて、日本
にほん

時代
じだい

と現在
げんざい

の様子
ようす

をスクリーンで比べて
くら

みることができまし

た。神社
じんじゃ

が取り壊されて
と   こわ

、ロシア正教
せいきょう

の教会
きょうかい

が

建って
た

いる場所
ばしょ

もあれば、古い
ふる

建物
たてもの

がそのまま

残って
のこ

いる場所
ばしょ

も。帰国者
きこくしゃ

の皆さん
みな

は興味深げ
きょうみぶか

に

見入って
み い

いました。 

 

お話
    はなし

の後
あと

は、それぞれの体験
たいけん

を語り合う
かた     あ

座談会
ざだんかい

が開かれました
ひら

。先生
せんせい

のお話
  はなし

の感想
かんそう

や、自分
じぶん

が

生まれ育った
う    そだ

場所
ばしょ

の話
はなし

の後
あと

、今年
ことし

から廃止
はいし

になっ

てしまった稚内
わっかない

―コルサコフ間
          かん

のフェリーの

話題
わだい

に。そもそもサハリンへの行き来
い    き

がしやすい

から稚内
わっかない

に住む
す

ことにしたという人
ひと

もいるほど

で、この問題
もんだい

は一番
いちばん

の心配
しんぱい

の種
たね

のようです。なん

とか続けて
つづ

いこうという動き
うご

もありますが、今
いま

の

ところは何
なに

も決まって
き

いません。昔
むかし

だけではなく、

今
いま

もこれからも故郷
ふるさと

との「つながり」が大切
たいせつ

であ

ることを実感させられた
じっかん

会
かい

でした。 
 

旭川
あさひかわ

 おしゃべり交流会
こうりゅうかい

1年
ねん

を振り返って
ふ   かえ

 

お互い
  たが

の理解
りかい

のために、意欲的
いよくてき

に計画
けいかく

 
 

３月
 がつ

２８日
   にち

、旭川
あさひかわ

のおしゃべり交流会
こうりゅうかい

は、

帰国者
きこくしゃ

のみなさん､
、

ボランティアさんといっしょ

に１年
  ねん

の交流
こうりゅう

活動
かつどう

を振り返りながら
ふ   かえ

、新年度
しんねんど

の

計画
けいかく

を話しあいました
はな

。スライドを見ながら
み

、ひ

とつひとつの交流
こうりゅう

を思い出し
おも   だ

、意義
い  ぎ

を確かめ合い
たし    あ

、

意欲的
いよくてき

な話し合い
はな  あ

になりました。 

帰国者
きこくしゃ

からは、昨年
さくねん

の「稲刈り
いねか

体験
たいけん

」で開拓
かいたく

の

苦労
くろう

を知った
し

ので、今度
こんど

はボランティアさんの

人生
じんせい

を知りたい
し

という意見
い けん

。ボランティアさんか

らは昨年
さくねん

は樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

について学んだ
まな

ので、次回
じかい

は中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

問題
もんだい

の研修会
けんしゅうかい

を、との要望
ようぼう

。また、

帰国者
きこくしゃ

の中国
ちゅうごく

、樺
から

太
ふと

での体験談
たいけんだん

を聞き
き

、その頃
ころ

の

日本
にほん

の生活
せいかつ

と重ねて
かさ

みたらどうかという声
こえ

もあり

ました。    

そして、春
はる

を迎える
むか

時期
じ き

、カタクリの群
ぐん

生
せい

地
ち

、突
とつ

哨
しょう

山
ざん

にお弁
べん

当
とう

を持
も

ってピクニックへ行
い

く計
けい

画
かく

も

決まりました
き

。新年度
しんねんど

も活発
かっぱつ

な交流
こうりゅう

活動
かつどう

でお互い
  たが

の理解
りかい

がいっそう深まり
ふか

、地域
ちいき

での支え合い
ささ   あ

も

広がりそう
ひろ

です。 
 

進
しん 

学
がく

ニュース！～将
しょう

来
らい

の飛
ひ

躍
やく

へ～ 
 

 今年
ことし

もまた帰国者
きこくしゃ

二
に

、三
さん

世
せい

が見事
みごと

に大学
だいがく

に合格

しました。Ｒさんは札幌
さっぽろ

大学
だいがく

、Ｙさんは北海道
ほっかいどう

か

ら遠く
とお

離れた
はな

沖縄
おきなわ

の琉球
りゅうきゅう

大学
だいがく

に進学
しんがく

し、現在
げんざい

は

ひとり暮らし
ぐ

です。新生活
しんせいかつ

をスタートさせたばか

りの彼ら
かれ

に、大学
だいがく

の感想
かんそう

を聞いて
き

みました。 

「大学
だいがく

生活
せいかつ

は高校
こうこう

生活
せいかつ

よりも厳しい
きび

けれど、

楽しく
たの

やっている」（Ｒさん）。「興味
きょうみ

のある授業
じゅぎょう

ば

かりとっているので、つまらなかったことは一度
い ち ど

もない」（Ｙさん）。将来
しょうらい

の飛躍
ひ や く

へとつながる大学
だいがく

生活
せいかつ

を彼ら
かれ

が存分に
ぞんぶん

楽しみ
たの

、よい成果
せい か

を収める
おさ

こ

とができるよう、心から
こころ

エールを送ります
おく

。 
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自
じ

立
りつ

研
けん

修
しゅう

事業
じぎょう

 

最
さい

後
ご

の職
しょく

場
ば

体
たい

験
けん

で大
おお

きな成
せい

果
か

 
 

 平成
へいせい

２５年度
    ねんど

から始まった
はじ

帰国者
きこくしゃ

二世
にせい

の就労
しゅうろう

支援
しえん

を中心
ちゅうしん

とする北海道
ほっかいどう

センターの自立
じりつ

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

は、平成
へいせい

２７年度
     ねんど

で終了
しゅうりょう

しました。この間
あいだ

に、セ

ンターでは就職
しゅうしょく

に結びつく
むす

日本語
にほんご

集中
しゅうちゅう

講座
こうざ

の

開設
かいせつ

、職場
しょくば

体験
たいけん

実習
じっしゅう

のプログラムを進めて
すす

きました。

主
おも

な対象
たいしょう

は樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

二世
に せい

でした。 

 就職
しゅうしょく

も、折から
おり

の不況
ふきょう

で言葉
ことば

を理由
りゆう

に不採用
ふさいよう

と

なるケースが多く
おお

困難
こんなん

を極めて
きわ

います。そこで

事業所
じぎょうしょ

、帰国者
き こくしゃ

双方
そうほう

の理解
り かい

をはかり、就職
しゅうしょく

に

結びつけよう
むす

と職場
しょくば

体験
たいけん

実習
じっしゅう

を計画
けいかく

しました。しか

しながら、職場
しょくば

体験
たいけん

実習
じっしゅう

の受入
うけいれ

事業所
じぎょうしょ

も余裕
よゆう

がない

という理由
りゆう

で実現
じつげん

が 困難
こんなん

で、わずか３件
 けん

に

留まりました
とど

。 
 

帰
き

国
こく

者
しゃ

同
どう

士
し

が支
ささ

える職
しょく

場
ば

、自
じ

立
りつ

へ一
いっ

歩
ぽ

 
 

今回
こんかい

、中国
ちゅうごく

帰国者
きこくしゃ

二世
にせい

斉藤
さいとう

貴生
たかお

さんが経営
けいえい

する

斉藤
さいとう

産業
さんぎょう

(鉄
てっ

工業
こうぎょう

)から求人
きゅうじん

情報
じょうほう

がありました。

同社
どうしゃ

では、２年前
 ねんまえ

に樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

二世
にせい

Ｓさんを職場
しょくば

体験
たいけん

実習
じっしゅう

を通して
とお

採用
さいよう

、今
いま

では工場内
こうじょうない

のすべての

業務
ぎょうむ

ができる、なくてはならない人材
じんざい

になっていま

す。斉藤
さいとう

社長
しゃちょう

から求人
きゅうじん

情報
じょうほう

があり、Ｓさんのよう

な人
ひと

がいれば採用
さいよう

したいと言います
い

。言葉
こと ば

の問題
もんだい

も､
、

斉藤
さいとう

社長
しゃちょう

自身
じしん

が日本語
にほんご

ができるようになったのは

帰国
き こく

後
ご

５年
 ねん

だった、と語る
かた

ように「やる気
き

さえあれ

ば大丈夫
だいじょうぶ

」とのこと。 

 今回
こんかい

は樺
から

太
ふと

帰国者
きこくしゃ

二世
にせい

ＫさんとＴさんが、できる

かどうか試して
ため

みたいと３月
  がつ

に職場
しょくば

体験
たいけん

実習
じっしゅう

を

行いました
おこな

。工場
こうじょう

で指導
しどう

にあたるのはＳさん。Ｓさ

んは２年間
ねんかん

で日本語
にほんご

もできるようになり、通訳
つうやく

もし

ます。実習
じっしゅう

の結果
けっか

、ＫさんもＴさんも仕事
しごと

に対する
たい

理解
り かい

と、「できる」という自信
じしん

をつけて採用
さいよう

になりま

した。帰国者
きこくしゃ

事情
じじょう

を身
み

を持って
も

知る
し

斉藤
さいとう

社長
しゃちょう

の深い
ふか

 

もみじ台
だ い

介
か い

護
ご

サロン 

細やか
こま

な気配り
き くばり

やさしい雰囲気
ふん い き

いっぱい 
 

地域
ちいき

で帰国者
きこくしゃ

のみなさんの安心
あんしん

を支えよう
ささ

と、

NPO
ＮＰＯ

シーズネット
し ー ず ね っ と

による「もみじ台
だい

介護
かいご

予防
よぼう

サロン

＆
あんど

ティサロン」は、昨年
さくねん

７月
  がつ

から１ヶ月
   かげつ

に１回
  かい

、

続いて
つづ

きました。竹田
たけだ

憲司
けんじ

先生
せんせい

(北海
ほっかい

学園
がくえん

大名誉
だいめいよ

教授
きょうじゅ

)によるラダーウォーキングは大好評
だいこうひょう

。毎回
まいかい

、

１時間
  じかん

楽しみながら
たの

運動
うんどう

します。参加者
さんかしゃ

も増えて
ふ

い

ます。 

介護
かいご

サロンには帰国者
きこくしゃ

だけではなく、団地
だんち

の住民
じゅうみん

の皆さん
みな

、民生
みんせい

委員
いいん

、介護
かいご

の専門家
せんもんか

も参加
さんか

して、理解
り かい

や支援
しえん

、交流
こうりゅう

の輪
わ

が広がります
ひろ

。 

運動
うんどう

が終わった
お

後
あと

のティーサロンも、毎回
まいかい

シーズ

ネットスタッフのみなさんの細やか
こま

な心配り
こころくば

があり

ます。１月
  がつ

は中国
ちゅうごく

映画
えいが

の会
かい

、２月
 がつ

はひな祭り
    まつ

を前
まえ

に

テーブルには桃
もも

の花
はな

が飾られ
かざ

、桜餅
さくらもち

やウグイス餅
もち

も。

ひな祭り
    まつ

の歌
うた

が紹
しょう

介される
かい

と、帰国者
き こくしゃ

が二
に

胡
こ

を演奏
えんそう

し、温か
あたた

な雰囲気
ふん い き

に満ちた
み

交流会
こうりゅうかい

になりました。

帰国者
き こくしゃ

のみなさんも「みなさんやさしい」「雰囲気
ふん い き

が

良い
よ

」とすっかり打ち解けて
う   と

います。 

参加
さんか

した住民
じゅうみん

の皆さん
みな

も、回
かい

を重ねて
かさ

「顔
かお

と名前
なまえ

がわかるようになってきました」と、安心
あんしん

につなが

る交流
こうりゅう

がどんどん進んで
すす

います 
 

カレンダー市
い ち

で大
だ い

活
か つ

躍
や く

！ 
 

年
とし

の初め
はじ

に開かれる
ひら

カレンダーリサイクル市
いち

に

帰国者
きこくしゃ

8名
めい

が、ボランティアとして協力
きょうりょく

しました。

カレンダーの仕分け
しわ

作業を、３日間
   かかん

それぞれ都合
つごう

の

いい時
じ

間
かん

帯
たい

で手
て

伝
つだ

いました。他
た

のボランティアさん

とのコミュニケーションもばっちりで、「本当
ほんとう

に

助かった
たす

」と感謝の言葉
ことば

がありました。 

 

 

理解のおかげです。がんばれば生活も充実すると 

激励
げきれい

します。二人
ふたり

とも自立
じりつ

へ向けて
む

力
ちから

強
づよ

く歩
あゆ

み出
だ

 

しました。自
じ

立
りつ

研
けん

修
しゅう

事
じ

業
ぎょう

の最
さい

後
ご

に大
おお

きな成
せい

果
か

 

がありました。 

５月・６月・７月の行事 

5月 18日 出前教室（手稲区） 

5月 29日 DVD上映会 

5月下旬 旭川・おしゃべり交流会 

6月 13日 

月 30日 

  日帰り研修旅行 

6月 15日 出前教室（手稲区） 

7月 13日 出前教室（手稲区） 

教師っつ 7月 DVD上映会 

 


